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時代は移り変わっても、守り続けて
いきたい自然・歴史・文化・人…。
須恵町の大切な宝物をご紹介します。

新原  海軍炭鉱創業記念碑

これ

知っとうっとう？
第３回

わが町の宝物

安髙 雅美 さん
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新
原
区
文
化
財
保
存
会
会
長
の
安
髙
雅
美
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

海
軍
第
四
坑
跡
地
で
あ
る
新
原
公
園
は
、
我

が
国
が
明
治
維
新
以
降
、
日
清
・
日
露
戦
争
を

経
て
近
代
国
家
へ
発
展
を
遂
げ
て
い
く
中
で
、

成
長
の
「
燃
料
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た

新
原
採
炭
所
、
海
軍
採
炭
所
、
海
軍
燃
料
廠し

ょ
うを

伝
え
る
も
の
で
す
。

　

海
軍
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
軍
艦
を
購
入
し
、
そ

の
燃
料
と
し
て
、
国
内
で
良
質
の
石
炭
を
探
し

て
い
ま
し
た
。
有
事
の
際
に
採
鉱
す
る
鉱
山
と

し
て
、
明
治
21
年
に
新
原
の
炭
坑
を
海
軍
予
備

炭
山
に
指
定
し
、
新
原
採
炭
所
を
置
き
ま
し
た
。

　

後
の
海
軍
採
炭
所
、
海
軍
燃
料
廠し

ょ
う採
炭
部
、

戦
後
は
国
鉄
志
免
鉱
業
所
と
改
称
さ
れ
な
が
ら

採
炭
を
続
け
ま
し
た
。

　

操
業
記
念
碑
は
、
海
軍
炭
鉱
の
創
業
50
周
年

を
記
念
す
る
も
の
で
昭
和
13
年
11
月
に
、
須
恵

村
・
宇
美
村
・
仲
原
村
（
現
在
の
粕
屋
町
）
の

有
志
が
発
起
人
と
な
り
、
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
の
文
字
は
、
当
時
の
海
軍
大
臣
、
米
内
光

政
（
後
の
37
代
総
理
大
臣
）
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

山
口
県
の
徳
山
石
（
花か

崗こ
う

岩が
ん

）
で
、
高
さ
は

約
10
メ
ー
ト
ル
、
現
在
で
は
入
手
困
難
な
一
枚

の
石
材
と
の
こ
と
で
す
。
輸
送
は
、
新
原
駅
ま

で
は
鉄
道
、
そ
の
後
は
コ
ロ
を
使
っ
て
新
原
公

園
ま
で
運
ば
れ
た
よ
う
で
す
。

　

炭
坑
を
中
心
に
本
部
が
置
か
れ
、
こ
の
中
に

病
院
、
従
業
員
宿
舎
、
洗
炭
場
、
工
場
、
変
電

所
、
第
四
坑
の
坑
口
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
廻
り

は
商
店
が
並
び
、
町
が
繁
栄
し
ま
し
た
。

　

創
業
か
ら
昭
和
39
年
の
閉
山
ま
で
一
貫
し
て

国
営
炭
鉱
で
あ
り
つ
づ
け
た
国
内
唯
一
の
記
念

す
べ
き
場
所
で
す
。

　

海
軍
炭
鉱
創
業
記
念
碑
は
、
高
度
成
長
期
へ

つ
な
が
る
礎

い
し
ず
えと

な
っ
た
、
そ
の
偉
業
を
伝
え
る

「
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
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軍
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私
の
初
日
の
出
登
山
は

今
年
で
10
回
目
に
な
る
。

場
所
は
西
原
バ
ス
停
付
近

か
ら
登
る
一
番
高
い
ぼ
た

山
だ
。

　

こ
の
山
は
普
段
安
全
面

や
違
法
投
棄
対
策
等
で
立
入
禁
止
だ

が
、
こ
の
日
は
特
別
に
許
可
を
取
っ

て
一
般
開
放
を
し
て
い
る
。
須
恵
・

志
免
・
粕
屋
３
町
の
共
有
で
、
頂
上

付
近
が
ち
ょ
う
ど
３
町
の
境
界
に
な

っ
て
い
る
。
12
月
中
旬
に
須
恵
・
志

免
の
議
員
ら
で
、
草
刈
り
や
階
段
の

整
備
を
行
っ
た
。

　

７
時
50
分
頃
の
日
の
出
に
２
時
間

ほ
ど
前
か
ら
集
ま
り
だ
し
て
、
老
若

男
女
が
１
０
０
人
を
超
え
る
人
だ
か

り
に
な
っ
た
。
三
郡
山
と
宝
満
山
の

中
間
に
出
る
御
来
光
を
皆
そ
れ
ぞ
れ

カ
メ
ラ
や
携
帯
に
お
さ
め
た
。

　

炭
鉱
に
よ
っ
て
で
き
た
こ
の
山
を

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
て
、
い
つ
で

も
登
る
こ
と
が
で
き
る
散
歩
道
に
す

る
よ
う
現
在
計
画
が
進
ん
で
い
る
。

よ
り
身
近
な
場
所
に
な
れ
ば
良
い
だ

ろ
う
。
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